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第６学年 算数科学習指導案
日 時 平成１７年９月２７日(火)６校時

児 童 男１２名 女１４名 計２６名

授業者 江六前 理香子

１ 単元名 「分数のかけ算とわり算を考えよう( )」1

２ 単元について

（１）教材について

第６学年の「数と計算」領域における目標は 「分数の加法及び減法についての理解を，

深め，適切に用いることができるようにするとともに，分数の乗法及び除法の意味につい

て理解し，それらの計算の仕方を考え，適切に用いることができるようにする 」である。。

本単元の主なねらいは，この目標を受け 「乗数が分数である場合の乗法計算の意味と分，

数×整数，分数÷整数，分数×分数の計算の仕方について理解し，それを用いる能力を高

める 」ことである。。

児童はこれまでに，分数の表し方とその意味，分数の性質，分数の加法・減法を学習し

てきた。本単元では，まず分数×整数や分数÷整数を学習する。ここでは，整数の乗除に

おける考え方を基礎として，被乗（除）数を分数に拡張したときの式の表している意味を

理解できるように指導する。次に分数×分数の学習をする。その際，分数をかけることの

意味と計算のしかたを理解させる。このように，本単元は既習の分数の性質や計算をもと

に，分数の乗除計算の仕方を児童自身が考えていく中で，分数の計算についての理解をい

っそう深めていくことのできる内容となっている。

本単元で獲得した内容や学習経験が，次単元の「分数÷分数」の学習へ直接結びついて

いく。

（２）児童について

学級の児童は，算数の授業に意欲的に取り組もうとする児童が多い。しかし，慎重な児

童が多く自信がもてないためか授業中は，決まった児童の発言になってきてる。また，筋

道を立てて考えたり，既習事項をもとにして考える力には個人差が出てきている。

48 1 40 7７月に行った意識調査によると 算数が よく分かる ％ だいたい分かる， 「 」 ． ，「 」 ．

である。５年生で学習した分数のたし算・ひき算のやり方は 「分かる」 ． ％ 「だ% 96 3， ，

いたい分かる」は ． ％であり，計算結果の正答率も ％と高い。3 7 97
レディネステストの結果は次の通りである。

問 題 の ね ら い 正答率

単位分数の考え方が分かっているか ８６．５％

分数の分子と分母の関係が分かっているか ８２．７％

分数の約分が分かっているか ８６．５％

異分母分数の加減計算ができるか ５９．６％

分数の乗法，除法計算ができるか(未習内容) ２１．８％

誤答の様子を見ると，異分母数の加減計算については，通分して計算することはできて

も和や差を約分することを忘れていたり，約分が不完全だったりする児童がほとんどであ

った。単位分数の考え方，同値分数の作り方，約分の仕方などは，本単元で分数の乗除の

意味を理解したり，計算方法を導き出したりする上で必要な考え方である。まだ定着が十

分とはいえない児童も見られるので，既習内容を確かめながら学習を進めていく必要があ

る。
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（３）指導について

プロローグでは，既習の計算を振り返る中で 「分数の乗除計算ができれば，整数，小，

数，分数の四則計算が全てできることになる 」という意欲をもたせたい。また，学習し。

「 」 。ていく中で 分数の計算のヒミツを見つけよう という課題意識を持って取り組ませたい

そして，単元全体を通して，単に計算のしかたを暗記するのではなく，導き出す過程の理

解を大切にしていきたい。

第１小単元では分数×整数，分数÷整数の計算の仕方を扱う。計算方法をしっかりと理

解させるために，真分数×整数，真分数÷整数を面積図や数直線図を手がかりに意味をと

らえさせ，単位分数に着目したり，同値分数を使って考えたりと児童自ら計算方法をつく

り出せるようにしたい。

第２小単元では，分数×分数について 「１つ分×いくつ分＝全体量」の関係を，言葉，

の式，面積図，数直線図を用い，整数をかける場合と対比させながらとらえさせたい。そ

の際，計算についての意味理解を確実にするために，比較的簡単と思われる乗数が の

場合をまず取り扱う。それから，乗数が の場合の問題に取り組ませる。このことによ

って，見通しをもって自力解決ができると考えた。計算の仕方は，単位分数に着目してそ

の何倍になるかを考えさせたり，乗法の性質を用いてかける数を整数に直したりして理解

させたい。

各時間の終わりには，振り返りとして学習カードにその時間に分かったことや自己評価

等を記入させる。単元を通しての見通しをもつとともに，自分の学習を振り返り，次時へ

の意欲づけとしていきたい。

〈レディネステスト〉

2
3

1
3
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３ 単元分析表

単 元 の 目 標 時 １

○乗数が分数である場合の乗法計算の意味と，分数×整数分数÷整数分数×分数 型 導 入・習 熟, ,
の計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を伸ばす。 目 ・レディネステストを行い習熟の程度を,

【関 ・分数×整数分数÷整数分数×分数のしかたを分数の性質や既習の計算と 標 把握するとともに補充指導を行い既習】 , , , ,
関連づけて考えようとする。 内容の定着を図る。

【考 ・分数の性質や既習の計算をもとに分数×整数分数÷整数分数×分数のし 主 表） 学期に学習した小数×整数小数÷】 , , , 1 ,
かたを考える。 な 整数の筆算を正しく行い，小数点を

【表 ・分数×整数分数÷整数分数×分数の計算をすることができる。 評 正しい位置にうつすことができる。】 , ,
【知 ・分数×整数分数÷整数分数×分数の計算意味やその計算のしかたを理解 価】 , ,

する。 規

準

提 ｐ．５８の絵を提示

示 ・まだ勉強していない計算は？

関 連 と 発 展 問

題

課 ・これまでに学習してきた計算をふりか５年 中学

題 えり，これからの学習の見通しをもと

①小数と整数のしく 本単元 分数のかけ ・正負の数の乗除 う。

み 算とわり算（１） １年 や ・レディネステストをする。（ ）

・小数の意味（小数 ・分数×整数の計算 っ ・１年生からこれまでに学習してきた加

第二位，三位 ，構 ・分数÷整数の計算 て 減乗除の計算をする。）

成，大小比較 ・分数×分数の計算 み

る

・みんなで答えを確かめる。

確

②小数のかけ算とわ ⑦分数のかけ算とわ か

り算 り算（２） め

・小数×整数の計算 ・分数÷分数の計算 る

・小数（整数）÷整 ・分数の乗除の意味

数の計算 の拡張

・小数倍の意味 （第一～第三用法）

ま

と

⑦小数のかけ算 め

る

・小数×小数の意味

と計算

・小数の乗法の意味

の拡張

（第一用法，第二用

法） 広

げ

る

⑧小数のわり算

・つまずいている児童には，つまづきの

・小数÷小数の意味 教 原因を見つけ，個別に指導する。

と計算 師 ・計算のしかたがわかり，できている子

・小数の除法の意味 の には，事前テストと同レベルの問題を

の拡張 支 多数用意し習熟の強化を図る。,
（第一用法，第三用 援

法）
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時 ２ ３ ４ ５

型 導 入 展 開 展 開 展 開

・分数に整数をかける計算の ・分数×整数の計算で，途中 ・分数を整数でわる計算の意 ・分数÷整数の計算のしかた

目 意味を理解する。 で約分できる場合の計算の 味を理解する。 を理解し，その計算ができ

標 ・分数×整数の計算のしかた しかたを理解し，その計算 る。

を理解する。 ができる。

主 関）分数×整数の計算のしか 考）分数の乗法の計算のしか 考）分数÷整数の計算を，単 表）分数÷整数の計算ができ

な たを図などを用いて考えよ たを筋道立てて説明できる 位分数のいくつ分ととらえ る。。

評 うとしている。 表）約分のある乗法計算がで て整数の除法に帰着して考 知）分数÷整数の計算のしか

価 知）分数×整数の計算の意味 きる。 えている。 たを理解している。

規 や計算のしかたを理解して 知）分数を整数でわる計算の

準 いる。 意味を理解している。

提 ・ で，板を ㎡ぬれる ・ の計算のしかたを工 ・ で板を ㎡ぬれるペ ・ の計算のしかたを考1 2・ ・

示 ペンキがあ ります。 夫しましょう。 ンキがあります。このペン えましょう。

問 このペ ンキ では，板を キ では，板を何 ぬれ2 1・ ・ ㎡

題 何㎡ぬ れますか。 ますか。

課 ・分数×整数の計算のしかた ・ の計算を工夫して解 ・分数÷整数のやり方を考え ・分数÷整数の計算のしかた

題 を考えよう。 く方法を考えよう。 よう。 を考えよう。

・ ×２の計算の仕方を考 ・ ・単位分数を考えて解く。 ・面積図で考える。

や える。 （ がいくつ分） を 等分すると１番小3
4っ ・数直線図 ・ ・かけ算でもできたのだから さなますは それが

て ・面積図 分子のわり算でもできる。 つで

み ・単位分数のいくつ分か ・ ・わり算の性質を用いて考え

る ・面積図で考える。 る。

を２つに分

けるのだから縦

にわる。それを

集めてみると ・同じ大きさの分数をつくり

だして考える。

( )0 1 2 ・

・考えを発表し検討する。 ・途中で約分して答えを出す ・考えを発表し，検討する。 ・考えを発表し，検討する。,
○ は の２つ分 方法と，答えを出してから ○単位分数を考えて解く。

○ 約分する方法で比べる。 （ がいくつ分） ・同値分数をつくりだしてい

○面積図から２ で塗れる ○分子のわり算で解く。 るという点を共通点として・

確 面積は を 単 位 に ○面積図で考える。 考えをまとめる。,
か すると２×２＝４で４こ

め 分。だから答えは が ・ いろいろな考え方の違いや ・自分で類題をつくり，同値

る ４個分で ㎡ 共通点を考える。 分数をつくって解決する。

○ は が２こ分で

その２倍だから ・ 前 時 の ÷２の計算も

わる数を分母にかける方法

でできることを確かめる。

ま ・分数に整数をかける計算は ・計算の途中で約分できると ・分数÷整数 ・分数を整数でわる計算は，,
と 分母はそのままにして分子 きは，約分してから計算す もとになる分数のいくつ分 分子はそのままにして，分,
め にかける。 ると，簡単になる。 かで考えられる。 母にその整数をかける。

（ ） （ ）る 分数の計算のヒミツ① 分数の計算のヒミツ②

広 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。

げ ・振り返りをする。 ・振り返りをする。 ・振り返りをする。 ・振り返りをする。

る

・立式にとまどっている児童 ・途中で約分するよさを感じ ・立式が困難な児童は，数直 ・分子÷整数ができるために

，には数直線図や言葉の式な させるために，少し大きな 線を手がかりに考えさせて はどうすればよいかを問い,
教 どを手がかりに考えさせる 数字の計算を出して，２つ いく。 同値分数に気づかせる。。

師 ・整数×小数の計算のしかた の方法で比べさせる。 ・面積図と結びつけながら分 ・わる数の整数を分子と分母

の は，図と関連させたり整数 子をわる数でわれば求めら の両方にかけることで同値

支 ×整数に帰着させながら考 れることをとらえさせる。 分数ができることをとらえ

援 えさせる。 させる。
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時 ６ ７ ８ ９

型 導 入 展 開（本時） 展 開 展 開

・分数をかけることの意味を ・真分数×真分数の計算のし ・計算の途中で約分できると ・辺の長さが分数の場合も，

目 理解する。 かたを理解し，その計算が きは，約分すると簡単なこ 面積を求める公式が適用で

標 できる。 とを理解し、計算できる。 きることを理解する。

・整数×分数の計算のしかた ・数が分数の場合も交換，結

を理解し，その計算ができ 合，分配の法則が成り立つ

る。 ことを理解する。

関）分数の乗法の意味を数直 考）真分数×真分数の計算の 関）計算の途中で約分できる 考）既習の整数，小数の計算

主 線図などを用いて考えよう しかたを，図を用いて既習 ときは，約分すると簡単に 法則をもとにして，分数の

な としている。 の分数×整数，分数÷整数 できることのよさに気づき 場合にも計算法則が成り立，

評 知）分数をかける意味を理解 の計算と関連づけて考えて 約分してから計算しようと つことを説明できる。

価 している。 いる。 している。 知）分数の場合も面積公式が

規 表）真分数×真分数の計算が 表）途中で約分できる計算， 適用できること，分数の場

準 できる。 整数×分数の計算ができる 合も，交換，結合，分配の。

計算法則が成り立つことを

理解している。

・ で ㎡ぬれるペン ・ で， ㎡ぬれるペ ・ の計算のしかたを ・縦が ｍ，横が ｍ1 1・ ・，

提 キがあります。このペンキ ンキがあります。このペン 工夫しましょう。 の長方形の面積を求めまし

示 では，板を何㎡ぬれ キ では，板を何㎡ ・ の計算のしかたを考 ょう。・ ・

問 ますか。 ぬれますか。 えましょう。 ・分数のときも，整数や小数

題 のときと同じように計算の

きまりが成り立つか調べよ

う。

・ のような分数×分 ・分数×分数の計算のしかた ・簡単に計算できる方法を考 ・分数のときも，面積の公式

課 数の計算のしかたを考えよ を考え，ヒミツ③を見つけ えよう。 や計算のきまりが使えるか

題 う。 よう。 調べよう。

や ・数直線図をもとに考える。 ・面積図で考える。 ・分数×整数，分数÷整数の ・ を単位として，長

っ （整数，小数のときと同じ形 ・単位分数を考えて解く。 計算で考えたことをもとに 方形の面積を求める。

て だ ） が２つ分） して考える。 ・●▲■の中に分数をあては。 （

み ・言葉の式をもとに考える。 ・かける数を整数にする。 めて計算し，３つの計算の

（ 。 。る になる ） きまりが成り立つか調べる

・計算のしかたを考える。

・考えを発表し，検討する。 ・考えを発表し，検討する。 ・考えを発表し，検討する。 ・長方形の面積を求める公式

確 ○面積図で考える。 どの考えも最後の式は にあてはめて計算し，図と

か ○数直線図で考える。 対応させて公式が使えるこ

め ○かける数を整数にする。 になる。 とを確かめる。

る ・実際に計算し分数の場合に

も計算法則がなりたつこと

を確かめる。

・使う量が分数で表されてい ・分数×分数の計算は，分母 ・計算の途中で約分できると ・数が分数のときも，面積の

ま ても，ぬれる面積を求める どうし，分子どうしをかけ きは，約分してから計算す 公式や計算のきまりを使う

と には，整数や小数のときと る。 ると簡単になる。 ことができる。

め 同じように，かけ算の式を 分数の計算のヒミツ③ ・整数は，分母が１の分数に（ ）

る たてる。 なおして計算すればよい。

・ ぬれる面積は１ で・ ・

ぬれる面積を３等分すれば

求められる。

広 ・振り返りをする。 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。 ・適用問題を解く。

げ ・振り返りをする。 (途中で約分できるものは，約 ・振り返りをする。

る 分する方法で問題を解く。)

・振り返りをする。

・立式にとまどっている児童 ・解決の見通しがつかない児 ・計算の途中で整数を分母が ・分子÷整数ができるために

，教 には，数直線図や言葉の式 童には図をもとに考えさせ １の分数になおすことに気 はどうすればよいかを問い

師 を手がかりに考えさせる。 る が１を３つに分け づかせる。 同値分数に気づかせる。。

の ・計算のしかた解決の見通し たうちの２つ分であること ・●，▲，■にあてはめる分

支 がつかない児童には図をも を助言する。 数は，あまり分母が大きく

援 とに考えさせる。 が １ ない真分数とする。

を３つに分けたうちの１つ

分であることを助言する。
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1
5

8
9

×
1 0
3
＝ 9 × 1 0

8 × 3
＝ 1 5

4

3
5

7
8

5 × 8
1

㎡

2
3

1
3

4
5

×
1
3
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時 １０ １１

型 習 熟 習 熟

。・学習内容に習熟する。 ・学習内容の理解を確認する

目

標

主 表 学習内容を正しく用いて 知）基本的な学習内容につい） ，

な 問題を解決することができ て理解している。

評 る。

価

規

準

提 ・教科書ｐ６８ ・教科書ｐ６９

示 力をつけよう たしかめよう

問

題

課 ・今までの学習の復習をしよ ・今までの学習の総まとめを

題 う。 しよう。

や ・分数のかけ算・わり算の技 ・分数のかけ算の計算を確か

っ 能の定着を図る問題 める問題

て ・分数のかけ算を用いる文章 ・分数のわり算の計算の手順

み 題 や意味を確かめる問題

る ・分数のわり算を用いる文章

題

・分数範囲の計算法則を活用

する問題

・みんなで答えを確かめる。 ・みんなで答えを確かめる。

確

か

め

る

ま

と

め

る

広 ・振り返りをする。 ・振り返りをする。

げ

る

・机間指導の中で，つまづい ・机間指導の中で，つまづい

ている児童に助言を与えて ている児童に助言を与えて

教 いく。 いく。

師

の

支

援
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４ 本時の指導

（１）目標

・真分数×真分数の計算のしかたを理解し，その計算ができる。

【数学的な考え】真分数×真分数の計算のしかたを，図を用いて既習の分数×整数，分

数÷整数の計算と関連づけて考えている。

【表 現・処 理】真分数×真分数の計算ができる。

（２）基礎的・基本的な学習内容を定着させる学習の工夫

本時の基礎・基本は，分数どうしの乗法の計算の仕方を考え，その計算ができるように

することである。児童は前時に をかけることは，３等分することだということを学習

した。本時ではさらに をかける計算の仕方を考えることよって，分母どうし，分子ど

うしをそれぞれかけると計算できるという分数の計算のきまり（分数の計算のヒミツ③）

に気づかせていきたい。そこで，本時は次のような学習指導の工夫をしていく。

「つかむ」段階では，初めに前時の問題を提示して既習内容を想起させ，次に乗数を

にかえる問題を提示する。前時との相違点を考えさせ，面積図で答えの見当をつけさせる

ことによって，新しい問題解決のヒントとしたい。そして，分数×分数の問題に本時でも

取り組むことによって，分数の計算のヒミツ③を見つけようという意欲を高めたい。

「やってみる」段階では，既習事項の掲示をもとに解決の方法を確認することで，どの

児童も見通しをもって取り組めるようにしたい。そして，面積図を活用したり，単位分数

に着目したりしながら自分の考えの根拠を明らかにし，わかりやすく説明できるようにま

とめさせる。

「確かめる」段階では，それぞれの考え方のよさを認め合いながら，最後の式に着目さ

せて計算のきまりに結びつけ，分数の計算のヒミツ③を導き出していきたい。

「まとめる・ひろげる」段階では，教科書ｐ 練習問題①の（ ）だけは教師が○つけ65 1
をして，分数のきまりを使って正しく解いているかを確認する。また，問題をカードで提

示して積を求める活動を取り入れ，計算の仕方を定着させたい。

（３）展開

学 習 活 動 指導上の配慮事項と評価段階

（★仮説にかかわる工夫）

１ 問題を把握する

１ で板を ㎡ぬれるペンキがあります。この ★前時の学習感想を生かした問題・

ペンキ では，板を何㎡ぬれますか。 提示をすることで，児童の意欲・

つ を喚起する。

か ○式を立てる

・

む ★面積図で確認し，答えの見当を

○答えの見当をつける。 つけさせる （分数計算白板）。

・ ㎡よりは大きく ㎡よりは小さい。

５ ２ 課題を把握する

。分 ・前時の疑問を本時の課題にする

分数×分数の計算のしかたを考え，ヒミツ③を見

つけよう。

4
5

×
2
3

15
4 4

5

1
3

2
3

4
5

2
3

2
3



6 - 8

３ やり方を考える

○解決の方法を確かめる。 ★前時の面積図，数直線図，かけ

る数を整数に直して解く方法に

ついて学習掲示を利用して想起

や ○自分で考える させる。

ア〈面積図で考える〉 ・前時のやり方の中から選んで考

っ １㎡ の面積は えさせる。

，・面積図入りのプリントを用意し

。て 短時間で考えられるようにする

・自力解決でつまずいている児童

み がいた場合には，ヒントコーナ

ーを設け，分数計算白板で操作

る させながら考えさせる。

考 真分数×真分数の計算のし

( ) かたを，図を用いて分数×整0 1 ・
イ 単位分数を考えて解く が２つ分 〉 数，分数÷整数の計算と関連〈 （ ）

１㎡ づけて考えている。

(㎡) (発表プリント・観察)0
Ａ 既習の計算をもとにして，

計算のしかたを考え，筋道

立てて説明することができ10
分 ( ) る。0 1 ・

Ｂ 既習の計算をもとにして，

。計算のしかたを考えている

( ) Ｃの児童への支援0 1 ・
面積図を使って，計算のし

かたを考えさせる。

ウ〈かける数を整数にする〉

４ 考えを出し合い，検討する ・発表順 ア→イ→ウ

確 ア 面積図で考える。 面積図をはじめに発表させるこ

か イ 単位分数を考えて解く（ が２つ分 。 とで，正しい答えを確認するこ）

め ウ かける数を整数にする。 とができ，そのほかの考え方と

る 比較しやすい。

5× 3
1

(㎡)

5× 3
1

4
5

×
2
3

が(4× 2)こある。

＝

＝
4× 2
5× 3

5× 3
1

＝

× (4× 2)

15
8

(㎡)

1
3

2
3

1
3

2
3

1
3

2
3

4
515

4

4
5

×
2
3 ＝

(

＝

＝

＝

5× 3
4

4× 2
5× 3

15
8

4
5

÷ 3)× 2

(㎡ )

× 2

4
5

×
2
3 ＝

＝

＝

＝

＝

4
5
4
5

15
8

4× 2
5

4× 2
5× 3

× (

× 2 ÷ 3

(㎡ )

2
3

÷ 3

× 3 )÷ 3

1
3

1
3
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○いろいろな考え方の共通点を考える。 ・共通点を中心に考えさせ，まと

・最後の式は，どれも だ。 めへつなげていく。その際，前15
。分 時の問題にも触れ一般化を図る

５ 本時のまとめをする ・共同解決で話し合ったことをも

ま ヒミツ③ とにまとめる。

と 分数×分数の計算は，分母どうし，分子どうしを ・全員で分数×分数の解き方の確

め それぞれかける。 認をする。

る

５

分

６ 練習問題を解く ・ｐ ①は（ ）だけに○つけを65 1
○教科書ｐ６５① して，分数のきまりを使って正

しく解いているかを確認する。

広 ○フラッシュカード ・分数どうしの乗法（約分なし）

をカードで提示し，積を求める

げ 活動を取り入れ，計算の仕方を

定着させる。

る 表 真分数（仮分数）×真分数

の計算ができる。

（ノート・観察）

Ａ 真分数（仮分数）×真分数

の計算のしかたが分かり，

正確に速く計算ができる。

Ｂ 真分数（仮分数）×真分数

の計算ができる。

Ｃの児童への支援

７ 学習を振り返る 計算のしかたを確かめなが10
分 ○自己評価をし，感想をカードに書く。 ら個別指導を行う。

4× 2
5× 3




